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研究ノート
岡山大学における養護実習の現状と課題
石原 昌江 (岡山大学教育学部) 野村 梨香 (岡山大学教育学部)
本研究では､岡山大学における養護実習の現状とその効果について､実習生及び指導養護教諭に対する調
査結果を分析することにより､これからの養護教諭養成におけ畠実習のあり方について検討することを目的
とした｡現状では､健康診断､保健指導､救急処置等の基本的職務については学ぶことができているが､養
護教諭の新たな役割とされる健康相談活動については､子どもの心の状態を探る段階にとどまっている｡ま
た､学校保健委員会等の企画運営への参画など､他の教職員との連携のあり方や学校保健精勤､養護活動の
進め方について十分に学び得ることは､短期間の実習だけでは困難な事項もある｡今後の課題としては､｢養
護実習が養護教諭養成カリキュラム全体を推し進める要の位置にある｣ことを明確にし､関係者が協力して､
実習の事前 ･事後における指導内容 ･方法の改善を図っていくことが必要である｡
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はじめに
児童生徒の心身の健康問題が深刻化 ･複雑化して
きている今日､子どもたちの心の健康問題にいち早
く気づくことのできる立場にある養護教諭の存在が
注目されている｡
養護教諭としての資質の向上は､養成段階を含め
教員の生涯にわたり絶えず図られるべきものである｡
今後､これからの養護教諭に求められる資質の向上
において､｢養護教諭養成カリキュラム全体を推し
進めていく要の位置にある｣(注1)とされる養護実
習は､さらに重要な役割を担うと推測されるととも
に､そのあり方が問われる｡
そこで､本研究では養護実習前後に､実習生 ･養
護教諭を対象に養護教諭養成課程における養護実習
の現状と今後の課題について調査し､望ましい実習
のあり方について検討と考察を試みたい｡
1.研究日的
現在､岡山大学における3年次の養護実習は､4
月または5月に5日間の附属校園 (基礎)実習 ･1
0月に2週間の協力校(応用)実習とで成り立ってい
る｡
本論では､岡山大学における養護実習を研究対象
として､平成9年保健体育審議会答申に基づき文部
科学省で実施している研修会等であげられている
『養護教諭の職務8項目』を基準にして作成した､
具体的括動内容34項目について､実習生及び養護
教諭に意識調査を実施し､岡山大学の養護実習の現
状とその効果及び今後の課題を明らかにしようと試
みた｡
2.研究方法.
1)調査対象 :①平成12年度に実施された養護実
習を履修した､岡山大学教育学部養護教諭養成課程
3回生を対象として､附属校園実習事前 ･事後指導
時及び協力校事前 ･事後指導時の計4回アンケート
調査を実施した｡②附属校園養護教諭4名､協力校
養護教諭12名を対象に､各実習の終了後にアンケ
ート調査を実施した｡
2)調査内容:『養護教諭の職務内容8項目』を基準
に､先行研究 ｢養護実習の現状とこれからの課題｣
(注2)を参考にして作成した､具体的括動内容3
4項目 (資料1)について､実習生に対しては､｢特
に学びたいこと｣､｢学ぶことができたこと｣(選択
式)を､養護教諭に対しては､｢特に学ばせたいと考
えて取り組まれたこと｣､｢学ばせることができたこ
と｣(選択式)を調査した｡さらに､養護教諭には｢養
護教諭養成における実習の現状についての意見｣
(記述式)(資料3)について､あわせて調査を行っ
た｡
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3)分析方法 :①実習生アンケート調査を､ア)附
属校園実習の場合､イ)協力校実習の場合､ウ)附
属校園実習 ･1姦力校実習の比較､に分類し分析 ･検
討する｡②養護教諭アンケート調査を､ア)附属校
園実習の場合､イ)協力校実習の場合､ウ)｢全く･
あまり学ばせることができなかったこと｣､に分類し
分析 ･検討をする｡
3.結果
①実習生アンケート調査
i)｢特に学びたいこと｣について
ア)附属校園実習の場合
｢特に学びたい｣と学習意欲をもっている実習生
の割合の最も高い項目は､｢日常の救急処置｣であっ
た｡さらに､｢健康診断｣に関する諸情動､｢学級で
の保健指導｣を ｢特に学びたい｣としていた実習生
の割合が高かった｡
実習生は､学内の学習では体験できない養護教諭
としての実践的 ･日常的酒動を ｢特に学びたい｣と
している｡(表1)
イ)協力校実習の場合
協力校実習前に､｢特に学びたい｣と学習意欲をも
っている実習生の割合の最も高い項目は､附属校園
実習時と同様に､｢日常の救急処置｣であった｡また､
協力校実習時の調査では､｢心身の健康に問題のあ
る児童生徒への指導｣､｢健康相談精勤｣を ｢特に学
びたい｣といた実習生の割合が高かった｡これらの
項目について､附属校園実習後の調査で ｢学ぶこと
ができた｣とした実習生の割合は､それぞれ､42.9%､
50.0%であった｡(表1)
ウ)附属校園実習 ･協力校実習の比較
表2からわかるように､附属校閲実習前の調査で
｢特に学びたい｣とした実習生の割合に対し､協力
校実習前の調査で ｢特に学びたい｣とした実習生の
割合の増加率の大きい項目は､｢保健だよりの作成｣､
｢保健室の経営計画の立案｣であった｡協力校実習
前の ｢特に学びたいこと｣に関する調査では､附属
校園実習後の ｢学ぶことができたこと｣に関する調
査で､｢学ぶことができた｣とする実習生の割合が低
い項目において､｢特に学びたい｣とする実習生の割
合が増加していた｡
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i)｢学ぶことができたこと｣について
ア)附属校園実習の場合
附属校園実習後の調査で､｢学ぶことができた｣
としている実習生の割合の最も高い項目は､｢健康
診断｣.に関する諸情動であった｡次いで ｢学級での
保健指導｣であった｡(表1)実習前の調査で､｢特
に学びたい｣とした実習生の割合の最も高かった｢日
常の救急処置｣を ｢学ぶことができた｣とした実習
生は､85.7%であった｡
附属校園実習において､実習生は､｢特に学びた
い｣とした養護教諭としての実践的･日常的清動項目
を ｢学ぶことができた｣ことがわかる｡
イ)協力校実習の場合
協力校実習後の調査で ｢学ぶことができた｣とい
た実習生の割合の最も高かった項目は､｢日常の救
急処置｣､｢学級での保健指導｣であり､その割合は
100%であった｡
しかし､協力校実習の事前調査で｢特に学びたい.｣
としていた実習生の多かった｢健康相談活動｣を｢学
ぶことができた｣とした実習生は､31.6%と､僅か
であった｡
ウ)附属校園実習 ･協力校実習の比薮
表2からわかるように､附属校園実習後の調査で
｢学ぶことができた｣とした実習生の割合に対し､
協力校実習で ｢学ぶことができた｣とした実習生の
割合の増加率の大きい項目は､｢伝染病による出席
停止に関する事項｣､｢学校保健委員会等への企画運
営への参画｣であった｡(表2)
岡山大学における養護実習の現状と課題
表1実習生r碑に学びたいことjr学ぶことができたこと｣(上位項目仙ま有効回答者数)
IRI& 附属校囲実習(n=40) 協力校実習(n-41) 附属牧園実習(n=42) 協力校実習(n=38)
｢特に学びたいことJ ｢特に学びたいこと｣ ｢学ぶことができたこと｣ ｢学ぶことができたこと｣
1 ･日常の救急処置 ･日常の救急処置 ･健康診断の準備.実施 ･学級での保健指導､指導案.教材
35(87.5%) 37(90.2% 41(97.6%) 作り･ 日常の救急処置 38(100.0%)
2 ･健康診断の準備.実施 ･身の健康に問題のある児童生徒 ･学級での保健指導､指導案.教材 ･健康診断の準備.実施
32(80.0%) -の指導 作り ･給食指導による健康生精の実践
･緊急時の救急処置､救急体制健康相政治動 34(82.9% 40(95.2%) 状況の把握 37(97.4%)
3 ･学級での保簿指導､指導寅.教材 ･保健室来室者カードの記入による ･健康診断の事後措置′ ･健康診断時の事前指導
づくり 保健室で捉えた疾病異常の把握 39(92.9%)･健康診断の事後措置
表2附属校国実習･鯨力校実習で｢特に学びたいこと｣｢学ぶことができたこと｣及び｢特に学びたい｣r学ぶことができた｣とする実習生の増加率(上位項目)
｢特に学びたいこと｣｢特に学びたい｣ ｢学ぶことができた｣ Ld ｢学ぶことができたこと｣｢学ぶことができた｣ ｢特に学びたい｣
とする実習生の増加率 とする実習生の割合 とする実習生の増加率 とする実習生の割合
･保姓だよりの作成 40.7% 31.0% 1 ･伝典病による出席停止に関する事項 61.6% 43.9%
･保偉室の経営計画の立案 23.8% 2 ･学校保錘委員会等の企画運営-の参画 48.8%
38.6% 50.8%
･-般教暇且の行う保姓活動-の協力 35.7% 38.1% 3 ･給食指導による健康生活の実践状況の把握45.0% 43.9%
一伝染病による出席停止に関する事項 9.5% 4 ･保健室の経営計画の立案 56.1%
33.9% 44.6%
･不資や悩みなどの心の倖康状憶の把塩 52.4% 5 ･緊急時の救急処匠､救急体制 82.9%
②養護教諭アンケート調査
i)｢特に学ばせたいと考えて取り組んだこと｣
について
ア)附属校園実習の場合
附属4校園の養護教諭が ｢特に学ばせたい｣とし
て共通してあげた情動項目は､｢健康生酒実践の把
撞 ･疾病状態の把纏 ･心の健康状態の把握｣といっ
た子どもたちの実態の把握や､｢健康診断｣に関する
諸活動､｢学級での保健指導｣､｢日常の救急処置｣と
いった養護教諭としての実践的括動であった｡(表
3)
イ)協力校実習の場合
協力校養護教諭が ｢特に学ばせたいと考えて取り
組んだこと｣とした項目は､｢日常の救急処置｣や｢学
級での保健指導｣､朝の健康観察･安全指導による子
どもたちの健康生酒の実践状況の把握､
保健室来室状況の把握といった ｢学校保健情報の把
握｣についてであった｡(表3)
i)｢学ばせることができたこと｣について
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ア)附属校園実習の場合
附属4校園養護教諭が共通して､｢学ばせること
ができた｣としている項目は､清掃指導 ･安全指導
など子どもたちと実隙に関わるなかでの ｢子どもた
ちの健康生酒の実践状況の把握｣や､｢健康診断｣に
関する諸活動､｢学級での保健指導｣､｢日常の救急
処置｣といった養護教諭としての実践的活動であっ
た｡｢健康診断｣に関する諸情動は､附属校園実習は､
健康診断時期である4月または5月に実施されるの
で､｢学ばせることができたこと｣としてあげられて
いた｡(表3)
イ)協力校実習の場合
協力校の養護教諭12名が共通して､｢学ばせるこ
とができた｣としている項目は､｢保健室来室者カー
ドの記入や朝の健康観察 ･給食指導 ･清掃指導によ
る子どもたちの状況の把握｣や｢学級での保健指導｣､
｢日常の救急処置｣であった｡
しかし､｢特に学はせたい｣としていた養護教諭
の多かった､｢不安や悩みなどの心の健康状態の把
握｣について ｢学ばせることができた｣とした養護
教諭は､附属校園50.0%､協力校41.7%と少なかっ
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た｡
また､協力校実習で､｢特に学びたい｣とした実
習生割合の高かった ｢健康相談情動｣を ｢学ばせる
ことができた｣とした養護教諭は､41.7%であった｡
(表3)
ウ)｢全く･あまり
学ばせることができなかたこと｣について
表4からわかるように､附属校園 ･協力校いずれ
の実習時とも､｢全く･あまり学ばせることができな
かった｣とされた項目は､｢照度･騒音検査｣､｢学校
保健委員会等の企画運営への参画｣であった｡
その主な理由は､｢照度 ･騒音検査｣は､｢日常的
に実施していない(実施する必要がない)｣､｢学内の
授業でも学ぶことできる｣､とされていた｡また､｢学
校保健委員会等の企画運営への参画｣は､｢実習期間
中に学校保健委員会が実施されず､その様子を伝え
るだけに終わった｣､とされていた｡(資料2参照)
表3着謙親告｢特に学ぱせたいと考えて取り組んだこと｣｢学ばせることができたこ出1は有効回答者数)
附凧校閲実習(n-4) 協力校実習(∩-12) 附属校園実習(∩-4) 協力校実習(n-12)
r特に学ぽせたいことl ｢特に学ばせたいことl ｢学ませることができたことl ｢学ばせることができたことl
･安全指導による健簾生活の実践 ･安全指導による健簾生活の実践 ･安全指導による健康生活の実践 ･安全指導にたる飽味生活の実践
状況の把握 状況の把握 状況の把握 状況の把握
･健室来室者カー ドの集計.整理 ･朝の健康観寮による僻 生活の ･消掃指導による健康生活の実践 ･朝の健槻 蕪による健蕨生活の
による保建室で捉えた 実践状況の把岸 状況の把握 実践状況の把握
･疾病の状態の把握 ･保健室来室者カー ドの記入による ･健簾診断の事後処置に関する指導 t給食指導による健簾生活の実践
･不安や悩みなどの心の健康状態の 保練室で捉えた疾病の状態の把握 ･健康診抑寺の事前指導 状況の把握
把握 ･不安や悩みなどの心の健康状態の ･学級での保障指導､指導案.教材 ･保俺室来室者カー ドの記入による
･健康診断の事後処軌こ関する指導 把握 づくり 保捷室で捉えた疾病の状態の把握
･学級での保障肺乳指導案.教材 ･学級での保健鮮邑指導案.教材 ･日常の救急処置 ･学級での保健指導､指導案.教材
づくり づくり ･健康診断の準備.実施 づくり
表4養護教諭｢全く･あまり学ばせることができなかったこと｣
附属校園実習(n-4) 協力校実習(n-12)
･学校保健安全計画の立案 ･騒音検査
･保健だよりの作成 ･照度検査
･健康相談の準備と事後措置 ･学校保健委員等の企画運営-の参画
･照度検査 ･一般教員の行う保健学習や保健指導に
･騒音検査 対する援助と授業協力
･校内巡視と事後の指導 ･環境衛生検査の結果の集計
･学校保健委員等の企画運営-の参画 ･歯磨き指導
※ 表3の｢特に-｣は､附属校閲4名､協力校8名以上が､
｢学ばせること-｣は､附属校閲4名､協力校 12名が
共通してあげた項目であるo
※ 表4の ｢全く.あまり学ばせること-｣は､附属校園3
4.考察
附属校閲実習 ･協力校実習とも､｢日常の救急処
置｣を ｢特に学びたい｣とした実習生の割合が最も
高かった｡さらに､附属校閲実習では､｢健康診断｣
に関する諸括動､協力校実習では､｢不安や悩みなど
の心の健康状態の把握｣､｢健康問題のある児童生徒
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への指導｣､｢健康相談情動｣をあげた実習生の割合
が高かった｡
｢学ぶことができた｣としている実習生の多い項
目は､いずれの実習とも､｢健康診断｣に関する諸活
動､｢日常の救急処置｣､｢学級での保健指導｣であっ
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これらのことより､附属校園及び協力校実習で､
実習生は､養護教諭の ｢専門的能力の基盤となって
いる｣(注3)看護能力､さらには､養護教諭の新た
な役割として求められている精神的健康問題への個
別的対応､健康相談活動を ｢特に学びたい｣として
いる｡そして､実際に実習では､｢日常の救急処置｣､
｢学級での保健指導｣を ｢特に学ぶことができた｣
としているが､子どもの心の状態を把握し､健康相
談活動を実施するまでにはいたっていない｡
5日間及び2週間という短期間では､子どもたち
との信頼関係を十分に築くことは困難であり､子ど
もの心の状態を探る段階に終わりがちであり､把握
し指導するまでは期待し難い｡
事前の取り組み､そして､実習で習得した養護教
諭としての基本的知識 ･技能､子どもたちの実態に
関する理解を整理 ･確認し､自らの課題を継続に学
び､深めていくなど､事後の取り組みが肝要である
といえる｡
表2からわかるように､附属校園実習で ｢学ぶこ
とができた｣とする実習生の割合の低い項目におい
て､｢特に学びたい｣とする実習生が増加している｡
このことより､附属校園実習の実践的体験は学習
意欲を高めさせ､実際の学校現場を想定した具体的
な学習課題の設定を可能にし､実習生は日的意識を
もって協力校実習に臨む積極的な態度と能力 (自己
教育力)が形成されているといえる｡
養護教諭が ｢特に学ばせたいと考えて取り組んだ
こと｣では､附属校園･協力校養護教諭とも､｢日常
の救急処置｣､｢学級での保健指導､指導案 ･教材作
り｣､また､実際に子どもたちと関わるなかでの ｢不
安や悩みなどの心の健康状態の把握｣､｢子どもたち
の健康生活の実践状況の把握｣についてあげていた｡
さらに､附属校園実習では､｢健康診断｣に関する諸
活動があげられていた｡
また､養護教諭が共通して､｢学ばせることがで
きた｣としている項目は､｢安全指導による健康生清
の実践状況の把握｣､｢学級での保健指導｣､｢日常の
救急処置｣であった｡｢健康診断｣に関する諸精勤は
附属校園実習のみ､｢朝の健康観察･給食指導による
子どもたちの健康生酒の実践状況の把握｣は協力校
実習のみにあげられていた｡
しかし､いずれの実習とも､｢不安や悩みなどの
心の健康状態の把握｣を ｢学ばせることができた｣
とした養護教諭は少なかった｡
一万､2回の実習を通して､｢全く･あまり学は
せることができなかった｣とされた項目は､｢照度 ･
騒音検査｣､｢学校保健委員会等の企画運営への参
画｣であった｡
これらのことより､附属校閲 ･協力校実習の養護
教諭は､｢健康診断､保健指導､救急処置などの従来
の職務｣(注4)を中心に指導し､実習生に､子ども
たちの心の健康問題を把握させたいとしていること
がうかがい知れる｡
実習では､｢健康診断｣､｢日常の救急処置｣､｢学
級での保健指導｣を ｢学ばせることができた｣とし
ている｡しかし､子どもの心の状態を探る段階に留
まっており､｢養護教諭の新たな役割とされる｣(注
4)健康相談活動までは､短期間の実習では､困難
であるとしている｡
.また､｢実習は､教職員との連携のあり方につい
て学ぶ好機会である｣(注5)とされているが､5日
間及び2週間といった短期間では､養護括動は､｢学
校組織の中で､他教師と共通理解 ･協力 ･連携する
ことによって行われるものである｣(注6)という認
識を十分に深めることはできない｡
このようなことから､資料3にあるように､実習
後も､継続的に実習校に通い､実習中にみつけた課
題を主体的に学んでいくなかで､子どもたちに対す
る理解を深め､他教師との連携や､他の教育活動と
の連携を保ちながらの学校保健活動や養護情動の進
め方を学ぶことができる｡養護教諭としての認識を
より深めることができると考えられる｡｢事後学習
があって､はじめて実習が生き､実習中の学びが定
着する｣(注7)とされているように､実習後の積極
的かつ継続的な取り組みが必要であるといえる｡
5.まとめと今後の課患
養護実習の現状について以下のことが指摘できる｡
(》 養護実習では､健康診断､保健指導､救急処置
などの従来の職務を学ぶことができている｡
② 5日間及び2週間という短期間の実習では､子
どもの心の状態を探る段階に留まっており､養
護教諭の新たな役割とされる健康相談情動を学
び得ることは､困難である｡
③ 同様に短期間の実習だけでは､学校保健委員会
等の企画運営への参画など､他の教職員との連
携のあり方や､学校保健情動 ･養護活動の進め
方を学ぶことは期待し難い｡
以上のことから､今後の課題として､以下の諸点
を提示できる｡
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事前の取り組みとして､養成機関と実習校が､定
期的に連絡協議の場を持ち､実習内容 ･方法を検討
し､共通理解をもって､実習指導にあたることが望
まれる｡実習生は､早い時期に自主的に実習校に足
を運び､実習校の実態 ･子どもたちの実態を知り､
養護教諭との共通認識のもと､実習に臨むようにす
る｡
実習中の取り組みとして､実習生は目的意識をも
ち､自ら学び取ろうとする積極的な姿勢で取り組む
ことが望まれる｡そのためには､実習校におけるオ
リエンテーションの内容 ･方法等についても養成機
関と実習校が協議の場を持ち､実習生が各実習校の
教育活動を理解し､課題意識を養うことができるよ
う､そのあり方を検討することが望まれる｡
事後の取り組みとして､継続的に実習校に通うな
ど､実習中に得た探求課題を主体的に学んでいくこ
とが重要である｡また､実習を終えた学生が､これ
から実習に臨む後輩に対し､自らの実習体験を報告
し､それをもとにして､互いに質疑応答するような
交流の場を設けることも必要である｡
おわりに
平成9年保健体育審議会答申において ｢養護教諭
の新たな役割｣｢求められる資質｣が示された｡
養成段階では､これからの養護教諭に求められる
能力の基礎 ･基盤を培うことが求められている｡
その中で､養護実習は､｢養護教諭養成カリキュ
ラム全体を推し進める要の位置にある｣(注1)とさ
れている｡
実習は､事前 ･事後の実習生の積極的 ･主体的な
取り組みがあって､実習が生き､実習での学びが定
着する｡実習生が ｢自己成長していける力を培うこ
と｣(注8)により､養護実習は､養護教諭養成カリ
キュラムにおいて､｢要｣の役割を果たしていくこと
が可能となる｡
今後､事後の取り組みについても追跡調査を行い､
養成教育全体の中での養護実習のより効果的なあり
方について､継続的な研究を進めていきたい｡
(注)引用文献
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資料1 アンケート調査項目
1 学校保健情報の把握に関すること
① 学校保健安全計画の立案
② 健康生酒の実践状況
･朝の健康観察 ･給食指導 ･清掃指導 ･安全指導
③ 保健室で捉えた疾病の状態
･保健室来室者カードの記入 ･保健室来室者カードの集計､整理
④ 不安や悩みなどの心の健康状態
2 保健指導 ･保健学習及び健康相談活動 (ヘルスカウンセリング)に関すること
〔個人 ･集団対象〕
① 健康診断の事後処置に関する指導
② 心身の健康に問題のある児童生徒への指導
③ 健康相談情動
④ 疾病異常を持つ児童生徒への指導
⑤ 健康生酒の実践に問題のある児童生徒への指導 ･手洗い指導 ･歯磨き指導
〔集団対象〕
① 学級その保健指導 指導案､教材作り
② 健康診断時の事前指導
③ 保健だよりの作成
3 救急処置及び救急体制の整備に関すること
(9 日常の救急処置
② 緊急時の救急処置､救急体制
4 健康診断及び学校医の行う健康相談に関すること
くか 健康診断の準備 ･実施
② 健康診断の事後措置
③ 健康相談の準備と事後措置
5 学校環境衛生に関すること
① 環境衛生検査 ･水質検査 ･照度測定 ･騒音検査
② 校内巡視と事後の指導
6 学校保健に関する各種計画 ･晴動及びそれらの運営への参画等に関すること
① 一般教職員の行う保健活動への協力
② 学校保健委員会等の企画運営への参画
③ 一般教員が行う保健学習や保健指導に対する資料の提供等の援助と授業協力
7 伝染病の予防に関すること
① 伝染病による出席停止に関する事項
8 保健室の運営に関すること
(9 保健室の経営計画の立案
② 保健室整備 薬品､衛生材料の整備 ･保管
③ 保健に関する諸情報の整備､晴用､保管 ･健康観察の集計 ･環境衛生検査の結果の集計
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資料2 ｢全く･あまり学ばせることができなかったこと｣とその主な理由
(nは有効回答者数)
項目 (n=12) 主な理由
学校保健計画の立案 ･短期間なので無理であるo
7(66.7%) ･実習期間が立案の時期ではなかつたから.
保健室来室者カードの ･集計をしているのは見てもらつたが､実際に､集計をしてはもらわなかつ
集計 .整理による たo(時間的なもの)
疾病の状態の把握 ･日々､集計しているのではなく､月ごとに集計しており､実習期間はその
7(66.7%) 集計時期ではなかった○
不安や悩みなどの心の健康状態の把握5(41.7%) ･2週間では子どもの理解は無理であるo･時間的に無理であり､学ぶ段階ではなく､説明だけで終わった｡
心身の健康問題に問題のある児童生徒へ 指導健康相談活動7(66.7%)疾病異常を持つ の指導5 41 ･肥満児への指導を希望したが､呼び出して指導することの困難さと､実習
生の準備も無理と思われた○
･短期間では子どもの心の状態を探る段階に終わり､把握し､指導する段階
までは不可能である.･2週間では､実習生と子どもたちとの間に悩みを打ち明けるまでの信頼関
係を築くのは困難であるo
健康相談の準備と事後措置 ･実習期間中には実施しなかったo学校医と話す時間を設けると理解を深めることができるが､日常的に学校
7(66.7%) 医との連携が十分に図れていなかった為､その機会を設けることができな
かつたo
照度検査 10(83.3%) ･日常的に実施していない○
騒音検査 11(91.7%) ･実習以外でも学ぶことができるから.
校内巡視と事後の指導 ･他のこと(保健指導)等でせいいっぱいで校内巡視を行う時間的ゆとりが
9(75.0%) なかった｡
一般教職員の行う保健活動への協力8(66.7%)学校保健委員会等の企画 .運営への参画ll 91員が行う保健学習や保健精勤 協力10 83 3 ･1時間の学級での保健指導等でせいいっぱいで一般教員の行う保健活動
への協力等をするゆとりがなかった○
･ 短期間の実習中のみで学ぶことは無理である○
･学校保健委員会は実習期間中にはなく､その様子を話すことしかできなか
つたo
保健室経営計画の立案 ･立案にはある程度の経験が必要であり､養成段階での指導は難しい｡
8(66.7%) ･計画を立案していないo
健康観察の集計 ･時間的なゆとりがないためo
7(58.3%) ･日常的に行っていない.(時期が違った.)
環境衛生検査の結果の集計 ･ 実際の学校現場では実践する余裕のない項目であるo
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資料3 『養護教諭養成におけける実習の現状』について
i)｢『ヘルスカウンセリング (健康相談活動)について指導上特に配慮したこと』
･ 子どもたちどIC1-首筋ら蘭おちせ､対応の仕芳膏":I"まかった点､気をつけたほうがよい点などを話し合った｡
･ 保健室を訪れる子どもたちの様子､養護教静との関わりの様子を観察させ､子どもたちへの対応を学ばせた｡
･ 保健室来室者カード等の記録から､子どもたちの訴えの現状を学ばせた｡
･ 保健室だけではなく､教室その他で子どもたちとは､どんどん関わってもらい､対応の仕方を考えさせた｡
･ 配当学級の子どものなかで､問題を抱えている子どもと､特に関わりあいをもたせるようにした｡
･ 子どもの背負っているもの (家族歴､生育歴など)を大切にして､子どもと関わっていくように指導した｡
小規模校のため､保健室来室者も少なく､患うような指導ができなかった｡様々な子どもが来室する学校が
実習校として望ましいのではないかと思う｡
i)｢学校全体 ･他教師との連携 ･共通理解について指導上特に配慮したこと｣
子どもたちの発達段階を理解する為に､低 ･中･高学年､さらに､障害児学級への配属をローテーションで
実施した｡他教師の全面的協力が得られたと思っている｡
学級配属したり､他の学校職員から､それぞれ話しをきくなど､できるだけ､学校全体に関わることを取り
入れた｡
山の学校に参加してもらい､学校行事における養護教諭の役割､学級担任の指導の様子､連携の図り方要を
学んでもらった｡
学級､担任のことを理解できるようにできるだけ教育実習にちかい形で配当学級での時間を各担任の先生に
お願いした｡実習記録も､養護教諭の前に目を通してもらい赤字を一言入れてもらうようお願いした｡
ii)｢今後 (実習後)学んで欲しいこと｣
･ 救急処置が重要｡学校現場の実例から実際に近い内容を想定したロー ルプレイングなどを行い (実際に体験
した事例を再現してみる)､基本的な看護能力を身につけて欲しい｡
･ 子どもの発達段階を学んだことを生かし､保健指導 ･保健学習の実践力を身につけて欲しい｡
･ 健康相談活動に役立てることができるように､子どもの発達心理学を勉強しておく｡
･ 日頃の人間関係を大事にできる豊かな人間性を身につけて欲しい｡
･ 実習後も可能であれば実習校または附属校閲に継続的に通い､実習だけでは十分に学ぶことができなかった
ことを主体的に学んで欲しい｡子どもたちの実態､他教師との連携の様子など短期間では学ぶことができな
かったことなど､学校現場の実態をより学ぶことができる｡
･ この実習を通して学んだことが､大学にもどって､どう生かされていくのか知りたい｡学校の中の一場面し
か体験していないけれど､自分が就職して､ひとりで任された場面を想定した学習 (問題解決学習)が必要
である｡
iv)｢実習に対する意見_･感想､_実習生に伝えておきたいこと｣
単発の兵曹だけや蔭なく､事前丁重後も蘭わ16-所有七畠ますなも-あ■た'j:れば､実習が生きてくるのではない
だろうか｡もっと､実習内容について勉強を深めてから実習に臨んで欲しいと思う｡
課題意識をもって実習に来てほしい｡
1時間の授業をし考が､もっと積極的に自分でやるという意識をもって取り組んで欲しい｡1時間､授業に
必要なものは自分で準備する｡仕方なくやっているという態度では､受け入れる方も困惑してしまう｡
自らが問題意識をもち､自ら学び取ろうという姿勢を求めた｡実習生は､協力し合い､期待通り実習をこな
した｡教官の熱意も伝わり実習生の頑張りを一層ひきだしたと思われる｡
学校側からの計画だけではなく､何かこれができれば-というものをもって臨んで欲しい｡事前の打ち合わ
せの時に教えてくれれば､計画に取り入れることもできることもある｡(無理な時もあるが)
2週間という短期間に1時間の保健指導､保健学習の指導は無理なような気がする｡これを希望されるなら､
もっと具体的にかなりの実践､実習を積んでから来て欲しい｡これを実習校ではじめからすると､2週間を
ほとんど授業のために費やすことになる｡
学校と実習生との打ち合わせ会はもっと事前にしてほしい｡(実習計画を早ければ8月の会議で)
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